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日本の医療体験を、しなやかに。
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発表概要

• Musubi AI在庫管理プロダクト開発チームでの取り組み

• 魅力的なプロダクトを継続的にリリースするため

• プロダクトバックログアイテムの記載内容の見直し

• 実際に取り組んだ内容や工夫を具体的に紹介

• ユーザー影響が大きなバグの低減などの成果を具体的に紹介

2023年2月に入社してから
取り組んだことと成果を具体的に紹介します
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背景
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スタートアップとしての背景

• プロダクトが安定して市場に受け入れられるまで

• 人員を増やすことが難しい

• 継続的な機能リリースを求められる

• プロダクトが成長しユーザーが増えると品質問題も顕在化する

• 開発チームの増員ができたとしても

• 優先すべきは機能リリース

• QAチーム立ち上げまで手が回らない
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プロダクトのフェーズとしての背景

• BtoB SaaSの 0-1フェーズから1-10フェーズへ

• SMBへの導入は順調に進み始める

• Enterprise領域にも狙いを定めるタイミング

• Enterprise領域は既存運用を踏襲する必要あり

• コア機能であるAI部分とは直接関係ない機能が不足

• 競合となる在庫管理システム同等の機能が必要
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チーム構成としての背景

🐷

プロダクトマネージャー

デザイナーフロントエンドチーム

バックエンドチーム

エンジニアリングマネージャー

Musubi AI在庫管理プロダクト開発チーム

チームは拡大とともに
スキルやロールによる分業化が進み始めている
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解決すべき課題
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障害発生とその内容

• 2/1から4/30までに発生した障害 5件 について

• 3件は要求の合意漏れ

• うちお客様の業務に回避不可能な影響が発生した高いレベルの障害が2件

期間 発生日 内容 障害レベル 原因

2023/2/1 
～ 

2023/4/30

2023/2/10 おすすめリストが正しく表示されない 高い 要求の合意漏れ

2023/2/26 エラーにより後続の発注おすすめの計算処理が実行されない 高い AWS内のエラー

2023/4/4 合計数量を算出するコンポーネント内のエラーでアプリが落ちる 低い 要求の合意漏れ

2023/4/18 入庫原価が空欄で登録さてしまう 高い 要求の合意漏れ

2023/4/21 在庫調整を利用した際に正しくデータが送信されていない 高い 期間外の実装

※ 期間外の実装は2023年1月以前の実装起因によるもの

ユーザーストーリーの完了条件記載による合意が可能だが
完了条件に合意すべき要求の記載なし
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スケジュール遅延の発覚

ユーザーストーリーの内容が大きいことで
認識齟齬と見積り漏れに繋がりスケジュールとのズレが発生

6月末ターゲット分が９月末。
これに追加のユーザーストーリーで更に2か月。

まじですか。。。
全然6月末とかいう次元じゃない。

ツライ

プロダクトマネージャー

4月後半に仕掛かり中のユーザーストーリーについて
大幅な予定変更を強いられる
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実施検討
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基本方針

• 前提条件

• 開発人員増やさず専任の担当者がいなくても実施可能

• 機能開発は継続的に実施すること

• 実現したいこと

• 障害の低減（特にお客様の業務に回避不可能な影響のあるもの）

• スケジュール遅延の低減

• プロダクト品質に対するチームの認識を向上
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自分が2月に入社して感じたこと

• JIRAで管理されたユーザーストーリーを見ても価値や目的がわからない

• 要求の経緯が記載された資料が別にあるが、最終的な要件は記載されていない

• Githubのissue、Figmaのデザイン、複雑な既存仕様を理解しないと要件がわからない

• JIRAで管理されたユーザーストーリーの完了が何が実現できたら完了なのかわからない

• ユーザーストーリーに関連するGithubのissueが完了するとユーザーストーリの完了になる

• Githubのissueだけ読んでも意味がわからない

• 非機能要件など要求の合意すべき記載がどこにも見当たらない

• 既存仕様の理解が難しい

• ドキュメントが少なくまとまっていない上、最新がどれかわからない

• 仕様の理解に役立つテストコードが少ない

• JIRAで管理されたユーザーストーリーの見積もり根拠がわからない

• Githubのissueに記載した作業単位で見積もりしている

• ユーザーストーリーの見積りにリスクが考慮されていない

• JIRAで管理される一つのユーザーストーリーの進捗がわからない

• 一つのユーザーストーリーがスプリント内で終わらない

• 毎日進捗確認をしているGithub projectで管理されたissueのみ

• JIRAで管理される一つのユーザーストーリーの不確実性が高い

• 変更に対する影響範囲が大きい

• 情報の連携が見えにくい

• 分業化が進みロールごとに作業を進めている

• 同じユーザーストーリーなのにロールが違うと違う期間に開発している

• デザイナーは情報設計してから1.5ヶ月以上先行放置されているユーザーストーリーが複数ある

• 検討開始から参加したメンバー以外が目的や内容を詳しく理解できない

開発プロセスが見えない
開発内容が理解できない
進捗把握も難しい
認識齟齬が不安
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一つ解決しても上手くいきそうにない

目的が
理解できない

ゴールが
わからない

進捗が
見えづらい

影響範囲が
大きい

1スプリント以内で
完了しない

見積りに
リスクが入らない

不確実性が高い

分業に
無駄がある

既存仕様の
理解が困難

ドキュメントが
見当たらない

見積もりは
作業単位

非機能要件の
合意がない

一つの
ユーザーストリーに
要件や要素が混在

好ましくない現状が好ましくない現状を生み出している



実施検討

• 障害の低減（特にお客様の業務に回避不可能な影響のあるもの）
• ユーザーストーリーの完了条件に要求を記載すれば合意漏れによる障害は低減するかも

• スケジュール遅延の低減

• 1スプリントで確実に完了可能なユーザーストーリーであれば進捗が見えやすいかも

• ユーザーストーリー自体が小さければ認識ズレが減らせるかも

• プロダクト品質に対するチームの認識を向上

• 求める品質をユーザーストーリーに明示的に記載することで認識可能

今やっていること、これからやることを管理する
プロダクトバックログの見直しが有効だと考えられる

機能開発を継続しながら実施するには
今やっている事を全員が理解しやすくして

認識齟齬を減らす必要がある
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実施内容
実施対象期間は2023年5月1日から2023年7月31日の3ヶ月
比較対象期間は2023年2月1日から2023年4月30日の3ヶ月
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実施概要

• プロダクトバックログアイテムの見直しによる品質向上
• ユーザーストーリー （実際の開発アイテム）
• 記載内容の見直し
• 価値分割の実施
• 完了条件の記載

• エピック （ユーザーストーリーの親となる要望）
• トレードオフを管理

• 見積もりを通したユーザーストーリーの認識合わせ

• ロールを跨いだ見積もりとユーザーストーリーの合意

ユーザーストーリーにおける価値とは何か？
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品質と価値の繋がり

少ない工数で高い価値を生み出せる状態を目指す

品質が高い ≒ 価値が高い

価値 ≒ 得られる体験や利益

価値が高い ≠ バグがない

価値が高い ≠ 工数が大きい

品質とユーザーストーリーにおける価値の繋がりを見つける
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実施準備
プロダクト開発チーム全員が 

プロダクトバックログを通して価値を考えれるよう 
記載ガイドを用意

記載方針をガイドに記載しいつでも閲覧可能に
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ユーザーストーリーのタイトルに価値を明記
新たに入ったメンバーや異なるロールでも

共通認識が持てる状態を目指す

得られる体験を含めた価値の種類まで記載



タイトルの記載のBefore/After

価値や目的も機能もよくわからない
ほとんど同じタイトルのユーザーストーリーがいくつもあり

「出庫処理と同様」のため出庫処理を知らないと全く意味がわからない

価値や目的が明確で機能も想像しやすい記載へ
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ユーザーストーリーの価値分割
小さなリリースによって価値を積み重ね
進捗を見えやすくすると同時に

品質要件や品質要素の混在を減らし完了時の状態を明確にする

分割基準を細かく記載し価値分割を行いやすくする
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価値分割のBefore/After

1スプリント(2週間)で完了しないサイズのため進捗も見えづらい
40ポイント以上のストーリーが多いが

1スプリントのベロシティは15ポイント程度しか消化できない

1スプリント(2週間)で1つから2つ完了可能な大きさに
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完了条件の記載

異なるロールでも
理解できる形式で

完了した時の状態を記載し
認識齟齬を減らす

記載内容が思いつかない場合の
ヒントをガイドに用意
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完了条件のBefore/After

完了条件は全く記載されていない
説明もないためユーザーストーリーの詳細を見る意味を感じない

完了条件がチェックリストとして記載されており
確認後にクローズしやすくなっている
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エピックごとのトレードオフ管理

ユーザーストーリーの親となるエピック定義は 
要望としてのトレードオフを明確にすることで 
限られたリソースで判断すべき方向性を指し示す
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ユーザーストーリーが大きく柔軟なスコープ調整が困難
コストはエピックに対する予算などの基準がなく判断材料にならない

計画に問題があるとデリバリーへの影響が避けられない

トレードオフ管理のBefore/After

トレードオフが成立していない

ユーザーストーリーを小さくしてスコープの調整を容易にしつつ
共通のコスト感を養う方針を明確にして進める
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ロールを跨いだ見積もりと
ユーザーストーリーの合意

見積り時は毎回、上記を確認しながら実施

見積り時に納得するまでユーザーストーリーを会話し
コスト認識の違いを見つけて認識齟齬を減らす
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見積もりを一緒に進めたメンバーの感想

フロントエンドエンジニア

プロダクトマネージャー

バックエンドエンジニア

この考え方で見積もりを始めたことで、少しずつチームの一体感を感じられるようになって
きた気がしています。
今は全体の価値提供のプロセスのほんの一部の見積もりだけですがプロダクトマネージャ
ー、デザイナー、ディレクター、エンジニアのそれぞれが同じ共通認識の元で価値が生まれ
て利用者に届けられるところまでを一緒にやれるチームになれたらいいなと思っています。

エンジニア以外の方とも認識を合わせができてとてもありがたいです。
リファクタリングなど表に出にくい開発がどんな時に必要になるかなど認識が合うようにな
ってきたと感じます。
必要なことはその場で議論できるので、見積もりに向けた事前準備も最小限で済み、コスト
も下がったと感じます。

プロダクトマネージャーとして要求定義を完璧なものにせねば！と肩ひじ張っていたことも
あったが。
今の進め方はプロダクトマネージャーとして要求定義する責務はありつつも、一緒に点検し
ていってもらおうという気持ちで臨めるのでありがたいと思います。



徐々に望ましい現状を増やしていく

目的と価値が
明確になる

未来が想像しやすい

進捗が
見えるようになる

影響範囲は
最小限

1スプリント以内で
いくつか完了できる

見積りに
リスクが入る

不確実性を
小さくして進める

一緒に考えて
一緒に進める

既存仕様の
理解が困難

ドキュメントが
見当たらない

ユーザーストーリー
単位の見積り

非機能要件は
完了条件に記載

要件・要素の明確な
ユーザーストーリー

解決しない部分は他との関連が薄まり別の施策を実施可能に
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工夫したポイント
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ルールで縛らない

ルールを守ることを目標にするのではなく
自律的な取り組みの中でチームが柔軟に変化する事で
魅力的なプロダクトを継続的にリリースでき事を優先する

ルールがないと個人の判断と裁量に任せることになるため
丁寧な推進が必要になる
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実施初期からモビングで一緒に記載

立場やロールに関係なく混合したグループ分けによる開催 

プロダクト開発チーム全員が参加可能 

エンジニアリングマネージャーは全ての会に参加

記載方法や考え方に慣れていない人が多い中 
指示だけして放置するのではなく 

記載内容をリアルタイムでフィードバックしたり 
現場の難しい問題を一緒に考えて一緒に解決する

PBIを一緒に作ることで 
チームと組織が価値を理解しやすくする会
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記載も検討も見積りもモビングで実施
常に一緒に考えながら進めることで

見直しをより多く実施して早期に成功体験を得る

価値が明確になるまで何度も一緒に書き直し価値分割することで
ユーザーセグメントも細かく理解できるように変化



必要のないユーザーストーリーを探す
ユーザーストーリー小さくを明確にすると
スコープとして削れる項目が発見できる

優先度やコストを判断して開発を決定する

ユーザーストーリー

ユーザーストーリー

ユーザーストーリー

ユーザーストーリー

ユーザーストーリー

コスト

優先度高

優先度低

元々の
ユーザーストーリー

必要

必要

やや必要

不要

やや必要

開発
対象



開発対象から外したいユーザーストーリー

物理的な充足度

顧客の満足度

充足不充足

満足

不満足

当たり前品質

魅力的品質

一元的品質

あって当たり前に思える何かや、ちょっと魅力的に思える何かも
今提供できる体験や利益が高くないなら開発しない

開発しない

開発しない

今の状況と今のリソースで提供できる最大の体験や利益を考える

よくある画像に
感覚的な印象をマッピング



開発対象から外して得られる効果

お客様の『もうちょっと欲しい』を上手に引き出して
サービス成長の原動力にする

物理的な充足度

顧客の満足度

充足不充足

満足

不満足

当たり前品質

魅力的品質

一元的品質

お客様とCSとの関係性に基づくサービス改善までを提供サービスと捉え

もうちょっと
欲しい

お客様の利用があれば改善要望もらえるプロダクト作りを目指す

よくある画像に
感覚的な印象をマッピング
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実施結果
実施対象期間は2023年5月1日から2023年7月31日の3ヶ月
比較対象期間は2023年2月1日から2023年4月30日の3ヶ月
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スケジュールに対する進捗の変化

5月以降のスケジュール遅延は最大１週間程度にとどまり
その後4週間以内にリカバリできている
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障害発生の変化

• 全障害件数は2件増加に対し、期間外の実装影響も2件増加のため
対象期間の作業による障害件数は両期間とも4件

期間 障害 高い
障害レベル

原因

要求の
合意漏れ

影響範囲の
想定漏れ インフラ側 初期データ

不整合
期間外の
実装

2023/2/1 
～ 

2023/4/30
5 4 3 0 1 0 1

2023/5/1 
～ 

2023/7/31
7 1 0 3 0 1 3

※ 期間外の実装は全て2023年1月以前の実装起因によるもの

要求の合意漏れによる障害は3件から0件に
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期間ごとの障害の内訳

期間 発生日 内容 障害レベル 原因

2023/2/1 
～ 

2023/4/30

2023/2/10 おすすめリストが正しく表示されない 高い 要求の合意漏れ

2023/2/26 エラーにより後続の発注おすすめの計算処理が実行されない 低い AWS内のエラー

2023/4/4 合計数量を算出するコンポーネント内のエラーでアプリが落ちる 低い 要求の合意漏れ

2023/4/18 入庫原価が空欄で登録さてしまう 高い 要求の合意漏れ

2023/4/21 在庫調整を利用した際に正しくデータが送信されていない 低い 期間外の実装

2023/5/1 
～ 

2023/7/31

2023/5/10 メールアドレスのドメイン部に『-』があるとログインできない 高い 期間外の実装

2023/5/18 画面の未採用薬を表示する部分がスケルトン表示になる 低い 影響範囲の想定漏れ

2023/5/23 安心買いの数値が正しいく表示されない 低い 影響範囲の想定漏れ

2023/5/23 タブ間での移動で先に開いた情報が移動先のタブで表示 低い 期間外の実装

2023/5/24 集計データの不整合により数値が正しく表示されない。 低い 影響範囲の想定漏れ

2023/6/1 在庫不整合により安心買いの機能が正しく提供できない 低い 初期データ不整合

2023/7/20 DB のコネクション切断が発生する 低い 期間外の実装

※ 期間外の実装は全て2023年1月以前の実装起因によるもの

期間外の実装起因を除いた障害のうち
お客様の業務に回避不可能な影響が発生した

高い障害レベルは0件に
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期間中のデプロイ頻度の比較

2023/2/1 ～ 2023/4/30 2023/5/1 ～ 2023/7/31

高い障害レベルの障害が低減したのに対し
デプロイ頻度は両期間1回/1日以上程度で推移しており

リリースは安定して継続
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まとめ
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実施結果からの考察

• プロダクトバックログアイテムの見直しは品質の向上に繋がったのか？
• 障害要求の合意漏れによる障害や、高い障害レベルの障害も低減した
• 必要な開発は進んでおりデプロイ頻度も一定範囲を保っている
• スケジュールが安定した

• 品質が向上した理由として考えられる要因は何か？
• ユーザーストーリーの価値が明確になり目的を理解して開発を進めることができた
• ユーザーストーリー完了時の状態が明確になりメンバー間の認識のズレが減った
• ロールを跨いで一緒に考えることで各ロール間の理解が深まった
• 不必要な開発を減らすことで仕様の複雑性が上がらなかった可能性がある

品質は向上したと考えられる
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QAチームを作った場合と何が違うのか？

• 学習コストや認知・作業負荷は増えたが実際のコスト増加は大きくないと考えられる
• 実施以前よりスケジュールが安定している
• デプロイ頻度も維持されている

• 既存メンバーが自律的に行動し変化に対応する事で学習機会と品質の向上が期待できる
• 品質についてチーム全体で考えることができる
• 自分達で考え実践する中で自分達で出来ること、出来ないことを知ることができる

• 限られた予算やリソースの中で改善を進めることができる
• QAチームのための人員を採用したり外部リソースに頼る必要がなくなる
• 人やチーム増加によるコミュニケーションコストの増加を抑えることができる

QAチームを立ち上げたら
学習コストや認知・作業負荷を増やすことなく

品質向上ができるのではないか？



わかったこと

今の自分達で出来る事・できない事を知った上で
将来の組織設計を明確にしながら

限られた予算でプロダクト開発チームを運営できる

本当に必要になった時に
QAチームを作れば良いと考えことができる
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今後の取り組み

引き続きプロダクトバックログアイテムの改善を実施
特に価値分割を中心とした改善を行い

サービス全体のフィードバックサイクルの高速化を目指します
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